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文
化
振
興

木
内
　
速
!
さ
ん
（
鎌
倉
市
）

油
井
　
一
人
さ
ん
（
中
野
区
）

統
計
調
査

荻
原
　
治
子
さ
ん
（
臼
田
）

下
城
　
　

さ
ん
（
望
月
）

技
能
功
労

（
職
種
・
経
験
年
数
・
住
所
）

!
澤
　
　
弘
さ
ん

（
建
築
士
・
50
年
・
協
和
）

新
津
　
三
男
さ
ん

（
畳
師
・
57
年
・
下
小
田
切
）

菊
池
　
彬
茂
さ
ん

（
左
官
・
54
年
・
北
川
）

石
井
　
哲
英
さ
ん

（
石
工
・
46
年
・
岩
村
田
）

岡
本
　
清
久
さ
ん
　

（
石
工
・
38
年
・
中
込
）

小
須
田
　
登
喜
雄
さ
ん

（
大
工
・
49
年
・
平
賀
）

山
浦
　
義
廣
さ
ん

（
調
理
師
・
45
年
・
協
和
）

在
宅
介
護

鷹
野
　
た
き
代
さ
ん
（
伴
野
）

木
村
　
嘉
久
治
さ
ん
（
三
塚
）

箕
輪
　
清
一
さ
ん
（
三
塚
）

若
林
　
光
子
さ
ん
（
岩
村
田
）

中
澤
　
は
つ
さ
ん
（
上
平
尾
）

上
原
　
正
子
さ
ん
（
内
山
）

櫻
井
　
伸
子
さ
ん
（
根
岸
）

臼
田
　
清
子
さ
ん
（
桜
井
）

金
箱
　
た
ゞ
子
さ
ん
（
甲
）

佐
藤
　
と
し
子
さ
ん
（
臼
田
）

平
成
18
年
度

平
成
18
年
度
市
長
表
彰
の
表
彰
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
文
化
振
興
や
統
計
調
査
な
ど
に
ご
尽
力
い
た
だ
い
た
皆
さ
ん
と
技
能
功
労
の
皆
さ

ん
に
つ
い
て
は
11
月
6
日
に
市
役
所
で
、
ま
た
、
在
宅
介
護
の
皆
さ
ん
に
つ
い
て
は
11
月
17
日
に
佐
久
勤
労
者
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
た

社
会
福
祉
大
会
の
席
上
で
表
彰
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
受
賞
者
は
次
の
21
人
の
皆
さ
ん
で
す
。
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

▼
経
済
部
農
政
課
長
嶋
!
節
夫

（
臼
田
支
所
総
務
課
長
）

▼
臼
田
支
所
総
務
課
長
茂
原
孝

好（
臼
田
支
所
総
務
課
課
長
補
佐

庶
務
係
長
）

平
成
18
年
11
月
19
日
付
退
職
職
員

▼
伊
澤
和
利（
経
済
部
農
政
課
長
）

平
成
18
年
11
月
20
日
付

市
職
員
人
事
異
動

氏
名
の
後
の（

）内
は
異
動
前
の
職

課
長
級

市
長
表
彰
表
彰
式
行
わ
れ
る

文化振興・統計調査・技能功労で表彰された皆さん

在宅介護で表彰された皆さん
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年齢階層別高齢健康優良者数（老人医療対象の無診療者）

平
成18
年
度
の
高
齢
健
康
優
良
者

の
表
彰
式
が10
月25
日
に
市
内
の
ホ

テ
ル
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

高
齢
健
康
優
良
者
表
彰
式
は
、
昨

年
度
１
年
間
、
無
診
療
で
過
ご
さ
れ

た70
歳
以
上
で
老
人
医
療
受
給
者
の

皆
さ
ん
を
表
彰
す
る
も
の
で
、
今
年

は
５
０
０
人
が
該
当
し
、
そ
の
内94

人
が
出
席
さ
れ
ま
し
た
。

表
彰
式
の
前
に
は
血
圧
測
定
や
健

康
体
操
が
行
わ
れ
、
ま
た
ア
ト
ラ
ク

シ
ョ
ン
で
は
フ
ラ
ダ
ン
ス
を
楽
し
ん

で
い
た
だ
く
な
ど
健
康
で
あ
る
こ
と

を
共
に
お
祝
い
し
ま
し
た
。

年齢階層 女（人）
71 75 57
76 80 98
81 85 62
86 90 30
91 95 17
96 10

274  

総計（人）
98

198
128
41
25
10

500

男（人） 割合（％）
41 19.6

100 39.6
66 25.6
11 8.2
8 5.0
0 2.0

226 100.0

佐久市の平成17年度の一人当たり
老人医療費は、652,048円でした。
全国で最も老人医療費の低い長

野県の673,049円より、さらに
21,001円下回っています。

■お問い合わせ　国保年金課医療給付係　!62－2111（内線250）

高
齢
健
康
優
良
者
を
表
彰

介護保険地域密着型サービス指定希望事業者の
事前調査を行います

19 21
期　　間 12 ! 25 "

対　　象

申し込み

お申し込み・お問い合わせ　介護保険課　!62－2111（内線219・220）



－4－

国保の加入者で
出産育児一時金の受取代理を希望される方へ

35 18
30

18 12

受取代理の例
! 35
35

35

出産費用が40万円の場合

35
出産された方は医療
機関へ5万円支払い

" 35
35

出産費用が30万円の場合

30

■お問い合わせ　国保年金課国保係
!62－2111 (内線 253・254) 

●事前に、出産育児一時金支給 
　申請書（受取代理用）を市役所 
　に申請しておいた場合 

【例えば、出産費用が40万円かかったとき】
今まで これから

3

19

①佐久市に住所を有する方
②年齢が20歳以上の方
③10アール以上の農地につき耕作を営む方およびその同居の親
族またはその配偶者で、年間おおむね60日以上耕作に従事し
ている方

以上の全ての条件を満たしている方となります。

資格があっても申請書が届かない場合や、不明な点がありましたらお問い合わせください。

選挙権を有する方

農
業
委
員
選
挙
人
名
簿

登
載
に
つ
い
て

■お問い合わせ 農業委員会事務局　!62－2111（内線476・477）
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年
末
の
交
通
安
全
運
動
が始ま

り
ま
す
！

例年この時期は、何かと気ぜわしく、忘年会等でお酒を飲む機会も多くなります。
また、一年を通じて交通事故が最も多発することから、長野県独自の交通安全運動

として「年末の交通安全運動」が実施されます。

運動期間

運動のスローガン

12 11 ! 31 "

運動の重点

推進
事項

飲
酒
運
転
は
犯
罪
で
す
！
し
か

し
、
飲
酒
運
転
に
よ
る
悲
惨
な

交
通
事
故
が
後
を
絶
ち
ま
せ
ん
　

●
「
こ
の
く
ら
い
な
ら
飲
ん
で
も
大

丈
夫
…
」
と
軽
く
考
え
て
い
ま
せ
ん

か
。
い
ず
れ
交
通
事
故
を
起
こ
し
て

し
ま
い
ま
す
。

●
一
杯
ぐ
ら
い
な
ら
大
丈
夫
と
思
っ

て
い
る
と
、「30
万
円
以
下
の
罰
金
」

で
す
。
違
反
の
点
数
も
厳
し
く
な
っ

て
い
ま
す
。

●
飲
酒
運
転
は
、
と
っ
さ
の
判
断
力

の
低
下
・
視
力
の
低
下
・
遠
近
感
の

鈍
化
等
を
も
た
ら
す
こ
と
か
ら
、
交

通
事
故
の
危
険
性
が
高
ま
り
、
し
か

も
重
大
事
故
に
つ
な
が
り
ま
す
。

2シ
ー
ト
ベ
ル
ト
非
着
用
者
の
致

死
率
は
着
用
者
の12
倍
以
上
で

す
　

●
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
は
前
席
・
後
席
全

て
の
乗
員
が
着
用
し
ま
し
ょ
う
。

●
ド
ラ
イ
バ
ー
は
、
チ
ャ
イ
ル
ド
シ

ー
ト
を
使
用
し
な
い
幼
児
を
乗
車
さ

せ
て
自
動
車
を
運
転
し
て
は
い
け
ま

せ
ん
。

●
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
や
チ
ャ
イ
ル
ド
シ

ー
ト
を
正
し
く
着
用
し
ま
し
ょ
う
。

誤
っ
た
使
用
は
効
果
が
あ
り
ま
せ
ん
。

交
通
事
故
に
よ
る
高
齢
死
者
は
、

全
死
者
の4
割
以
上!!
と
高
い

割
合
を
占
め
て
い
ま
す
　

●
道
路
の
横
断
は
、
信
号
機
や
横
断

歩
道
を
利
用
し
、
車
が
来
て
い
な
い

か
十
分
安
全
確
認
を
し
ま
し
ょ
う
。

●
ド
ラ
イ
バ
ー
の
皆
さ
ん
は
、
高
齢

者
を
見
か
け
た
ら
「
思
い
や
り
」
の

心
を
持
っ
て
運
転
し
ま
し
ょ
う
。

交
通
死
亡
事
故
の50
パ
ー
セ
ン

ト
が
夜
間
に
発
生
し
て
い
ま
す
　

●
歩
行
者
は
、
明
る
い
色
の
服
装
や

反
射
材
を
身
に
つ
け
ま
し
ょ
う
。

●
ド
ラ
イ
バ
ー
は
、
早
め
に
ヘ
ッ
ド

ラ
イ
ト
を
点
灯
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、

自
転
車
利
用
者
も
早
め
に
ラ
イ
ト
を

つ
け
ま
し
ょ
う
。

●
夕
暮
れ
時
の
運
転
は
、
周
り
が
見

え
に
く
く
危
険
で
す
。
ス
ピ
ー
ド
を

十
分
落
と
し
、
安
全
な
速
度
で
運
転

し
ま
し
ょ
う
。
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～佐久市民総合文化祭が盛会のうちに終了～
11

1,500
2,000

3,000

家
庭
菜
園
を
始
め
て

十
年
に
な
る
。
農
家
に

生
ま
れ
育
っ
た
の
で
少

し
は
知
識
が
あ
る
と
思

い
、
無
農
薬
作
物
の
理

想
を
か
か
げ
て
始
め
た

が
、
害
虫
の
猛
威
に
は
驚
か
さ
れ
た
。

参
考
書
を
読
み
な
が
ら
基
本
的
な

土
作
り
か
ら
始
め
る
。
農
家
の
友
人

か
ら
完
熟
堆
肥
、
稲
藁
等
を
貰も
ら
い
土

に
す
き
込
み
土
壌
を
肥
や
し
た
。

形
良
く
、
味
も
良
し
の
作
物
と
な

り
、
こ
こ
数
年
は
農
薬
は
使
わ
ず
、

手
作
業
で
害
虫
駆
除
も
で
き
、
気
が

付
け
ば
無
農
薬
で
有
機
栽
培
の
野
菜

を
食
べ
て
い
る
。

畑
は
山
に
隣
接
し
動
物
達
の
通
り

路
で
、
収
穫
期
は
私
と
動
物
の
競
争

と
な
る
。
モ
ロ
コ
シ
は
ほ
ぼ
狸
の
腹

に
収
ま
り
、
宴
会
の
残
骸
の
み
残
し

て
あ
る
。
例
年
サ
ツ
マ
イ
モ
は
良
く

で
き
る
。
芋
掘
り
を
楽
し
み
に
畑
へ

行
く
と
、
な
め
た
よ
う
に
掘
り
出
さ

れ
平
ら
げ
て
あ
る
。
人
の
話
に
よ
る

と
猪
が
二
頭
歩
い
て
い
た
と
か
。

今
、
各
地
で
野
生
動
物
の
食
害
が

叫
ば
れ
て
い
て
自
然
界
の
バ
ラ
ン
ス

が
大
切
だ
と
い
う
こ
と
を
動
植
物
が

教
え
て
く
れ
て
い
ま
す
。

く
し
く
も
来
年
の
干え
支と
は
『
猪
』

良
い
お
年
を
お
迎
え
く
だ
さ
い
。

（
中
田
　
勝
治
）

瀬音

本館 〒385-0051
佐久市中込2947
!0267-64-0551
"0267-64-0553

浅間地区館
!0267-67-2110

野沢地区館
!0267-62-0116

中込地区館
!0267-62-0504

東地区館
!0267-67-2545

臼田地区館
!0267-82-2106

浅科地区館
!0267-58-3957

望月地区館
!0267-53-2548

21
菊愛好会から菊の贈呈菊愛好会から菊の贈呈菊愛好会から菊の贈呈菊愛好会から菊の贈呈菊愛好会から菊の贈呈菊愛好会から菊の贈呈菊愛好会から菊の贈呈菊愛好会から菊の贈呈菊愛好会から菊の贈呈菊愛好会から菊の贈呈菊愛好会から菊の贈呈菊愛好会から菊の贈呈菊愛好会から菊の贈呈菊愛好会から菊の贈呈菊愛好会から菊の贈呈菊愛好会から菊の贈呈菊愛好会から菊の贈呈
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総合文化祭
菊花展・福祉展

!
! !
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浅間地区

10 15 !

etc.
100

臼田地区

10 25 "10 25 "

浅科地区

18 #

70 140

64

望月地区
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中込地区

10 1 !、
300

30
2

東 地 区 野沢地区

10 13 "

左
記
に
よ
り
平
成19
年
の
佐
久
市
成
人
式
を
開
催
し
ま
す。

今
年
度
か
ら
佐
久・臼
田・浅
科・望
月
の4
地
区
を
統
一
し
て
の
開
催
と
な
り
ま
す。

61

62
10
31

日
　
　
時
平
成19
年1
月3
日
!

〈
受
付
〉12
時
〜
　
〈
式
典
〉1
時
〜

場
　
　
所
佐
久
市
猿
久
保
　
長
野
県
佐
久
創
造
館

連
絡
先
佐
久
市
公
民
館
（
!0267
│64
│0551
）
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ひとこと
人
間
の
体
は
、
日
々
代
謝
を
繰
り

返
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
自
然
治
癒

能
力
も
あ
り
ま
す
。

毎
日
繰
り
返
し
剥
が
れ
る
角
質
は

垢
と
な
っ
て
落
ち
る
ま
で
、
十
五
歳

位
ま
で
は
二
十
八
日
と
い
わ
れ
ま
す

が
、
五
十
半
ば
を
過
ぎ
た
私
に
は
プ

ラ
ス
α
が
加
わ
る
よ
う
で
す
。

体
か
ら
一
生
涯
出
さ
れ
続
け
る
不

要
物
も
生
命
維
持
に
は
欠
か
せ
な
い

代
謝
に
よ
る
も
の
で
、
体
調
の
良
し

悪
し
も
社
会
現
象
の
一
つ
と
し
て
注

目
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
す
。

精
神
的
ス
ト
レ
ス
も
見
逃
せ
ま
せ

ん
。
心
、
身
体
、
食
育
と
、
リ
ズ
ム

良
く
生
活
で
き
れ
ば
健
康
で
い
ら
れ

る
そ
う
で
す
。
代
謝
の
中
で
汗
は
、

体
温
調
節
を
す
る
大
き
な
役
割
が
あ

り
、
体
の
老
廃
物
を
出
す
働
き
も
あ

る
よ
う
で
す
。
顔
は
、
適
度
な
汗
と

脂
が
混
ざ
り
皮
脂
膜
と
な
り
、
天
然

の
自
前
ク
リ
ー
ム
と
し
て
肌
を
雑
菌

か
ら
守
っ
て
い
る
そ
う
で
す
。
知
っ

て
お
ら
れ
ま
し
た
？
。

私
は
、
幸
い
に
も
勉
強
を
す
る
機

会
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

体
の
内
外
の
自
然
治
癒
能
力
を
引

き
出
せ
る
よ
う
、
出
会
え
た
友
に
感

謝
し
つ
つ
、
喜
び
を
感
じ
あ
い
な
が

ら
お
伝
え
で
き
れ
ば
と
、
思
う
今
日

こ
の
ご
ろ
で
す
。

こ
の
九
月
、
母
は
一
〇
三
歳
の
幕

を
閉
じ
ま
し
た
。
一
年
程
前
か
ら
ベ

ッ
ト
暮
ら
し
に
な
っ
て
も
、
常
に
周

囲
に
気
を
使
っ
て
い
た
。
大
好
き
な

牛
乳
を
飲
み
な
が
ら
、
孫
や
曾
孫
に

見
守
ら
れ
つ
つ
「
私
は
幸
せ
だ
っ
た
」

と
、
静
か
に
息
を
引
き
取
っ
た
。

四
十
九
歳
で
夫
を
亡
く
し
、
戦
前

戦
後
の
激
動
の
一
世
紀
を
生
き
抜
い

た
パ
ワ
ー
は
何
だ
っ
た
ん
だ
ろ
う
。

「
困
っ
た
時
は
お
互
い
様
」と
口
癖
に

言
っ
て
い
た
の
が
今
も
耳
に
残
る
。

母
の
も
と
に
人
が
よ
く
集
ま
っ
た
。

客
が
来
る
と
必
ず
手
打
ち
そ
ば
を
振

と
）
な
ら
で
は
と
思
う
。
や
が
て
家

の
仕
事
は
兄
夫
婦
に
任
せ
た
。

東
京
見
物
が
好
き
で
よ
く
行
っ
た
。

上
野
動
物
園
に
パ
ン
ダ
が
や
っ
て
来

た
時
、
そ
れ
と
ば
か
り
に
孫
を
引
き

連
れ
見
物
と
、
つ
い
で
に
東
京
タ
ワ

ー
に
も
昇
っ
た
。
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
は

行
列
で
、
孫
た
ち
を
引
き
連
れ
タ
ワ

ー
を
駆
け
降
り
た
。
数
日
は
足
が
痛

か
っ
た
ろ
う
に
、
あ
の
姿
が
目
に
浮

か
ぶ
。
泣
き
言
や
他
人
の
悪
口
は
口

に
し
た
こ
と
が
な
か
っ
た
。

自
分
も
幸
せ
に
な
る
権
利
が
あ
る

よ
う
に
、
隣
人
に
も
同
じ
権
利
が
あ

る
こ
と
を
認
め
合

え
る
こ
と
が
出
来

る
。
自
分
に
は
厳

し
く
、
他
人
に
は

優
し
く
生
き
た
母

に
何
度
も
勇
気
を

も
ら
っ
た
。

十
二
月
は「
人
権
週
間
」。
当
た
り

前
の
こ
と
が
日
々
の
生
活
の
中
で
、

心
の
隅
に
忘
れ
去
ら
れ
て
い
る
こ
と

に
気
づ
き
、
そ
の
奥
に
あ
る
悲
痛
な

思
い
や
悲
し
み
に
心
を
寄
せ
る
時
に

し
た
い
。

恩
師
に
人
権
と
は
「
人
間
が
人
間

を
蘇
生
さ
せ
る
」
と
教
え
て
い
た
だ

い
た
。
家
庭
に
地
域
に
学
校
に
、
語

り
合
い
感
じ
合
っ
て
新
し
い
動
き
を

作
れ
た
ら
と
思
う
こ
の
ご
ろ
で
す
。

（
人
権
同
和
教
育
推
進
員
　
金
井
　
勇
志
）

舞
っ
て
い
た
。
あ
の
小
さ
な
体
で
良

く
あ
ん
な
力
が
あ
っ
た
も
の
だ
。

十
九
歳
で
親
が
決
め
た
農
家
に
嫁

ぎ
舅

し
ゅ
う
とや

姑
し
ゅ
う
と
めに

仕
え
、絶
対
服
従
の

生
活
だ
っ
た
と
聞
い
た
。「
抱
え
百
姓
」

と
か
「
小
作
人
」
と
ま
だ
ま
だ
言
わ

れ
る
時
代
、
嫁
と
は
そ
の
家
の
労
働

力
と
考
え
ら
れ
て
い
た
。

寝
た
き
り
の
舅
を
十
七
年
間
も
介

護
し
な
が
ら
、
農
作
業
や
養
蚕
で
働

き
ど
う
し
。
又
夜
な
べ
仕
事
に
、
機

織
な
ど
毎
日
が
駆
け
足
だ
っ
た
と
思

う
。
で
も
母
の
愚
痴
は
聞
い
た
こ
と

は
な
か
っ
た
。さ
す
が
明
治
の
女（
ひ
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荒
家
銅
芸
会

中
込
　
中
村
　
清

昨
年
の
地
区
文
化
祭
に
夫
婦
で
出

品
し
た
の
が
き
っ
か
け
で
、
数
日
後

に
は
ク
ラ
ブ
を
発
足
し
よ
う
と
の
声

が
あ
が
り
、
た
ち
ま
ち16
名
の
会
員

が
集
ま
り
、
月
２
回
の
学
習
で
「
荒

家
銅
芸
会
」
の
ク
ラ
ブ
名
で
発
足
を

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

高
齢
者
、
女
性
も
容
易
に
で
き
る

の
で
年
齢
も
幅
広
く
、
日
ご
ろ
顔
見

知
り
の
会
員
で
あ
り
ま
す
か
ら
気
兼

ね
な
く
作
品
づ
く
り
を
し
て
い
ま
す
。

発
足
し
て
一
年
余
り
で
す
が
、
既
に

幾
つ
も
の
作
品
を
仕
上
げ
た
会
員
も

い
ま
す
。

今
は
基
本
の
文
字
の
浮
き
出
し
か

ら
一
歩
進
ん
で
、
あ
ら
ゆ
る
題
材
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
仕
上
げ
に
薬

品
で
焼
き
上
げ
、
渋
み
や
光
沢
を
出

す
の
で
す
が
、
そ
の
時
の
一
瞬
が
ま

た
楽
し
み
の
一
つ
で
す
。

会
が
発
足
し
、
ま
も
な
く
「
中
込

地
区
公
民
館
の
つ
ど
い
」
に
参
加
し
、

好
評
を
得
る
と
同
時
に
地
区
外
か
ら

の
会
員
を
加
え
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
ま
た
今
年
の
７
月
に
は
佐
久
病

院
に
於
い
て
病
気
の
方
々
を
元
気
づ

け
よ
う
と
一
人
２
点
を
展
示
し
ま
し

た
。
患
者
の
み
な
さ
ん
や
、
病
院
を

訪
れ
た
み
な
さ
ん
よ
り
、
沢
山
の
感

激
や
感
動
の
文
書
を
い
た
だ
き
気
を

よ
く
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

こ
れ
か
ら
も
区
内
の
み
な
さ
ん
に

工
芸
の
楽
し
さ
を
広
め
て
、
親
睦
を

図
っ
て
ゆ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

●●●

望
月
女
性
コ
ー
ラ
ス

協
和
　
上
野
　
良
枝

子
育
て
が
ま
だ
大
変
な
頃
、
歌
う

こ
と
が
大
好
き
な
主
婦
達
に
よ
り
結

成
さ
れ
た
望
月
女
性
コ
ー
ラ
ス
も
発

足24
年
の
歳
月
が
経
ち
ま
し
た
。
現

在
の
団
員
は27
名
、
月
２
回
の
練
習

に
励
ん
で
お
り
ま
す
。

一
貫
し
て
指
導
を
続
け
て
下
さ
っ

て
い
る
掛
川
先
生
で
す
が
、
同
じ
注

意
を
懲
り
も
せ
ず
繰
り
返
し
な
が
ら

も
ユ
ー
モ
ア
を
交
え
教
え
て
下
さ
る

の
で
練
習
日
は
と
て
も
楽
し
み
な
も

の
で
す
。

毎
年
行
わ
れ
て
い
る
長
野
県
母
親

コ
ー
ラ
ス
ま
つ
り
、
そ
し
て
当
望
月

地
区
の
芸
能
祭
へ
の
参
加
等
を
目
標

に
頑
張
っ
て
お
り
ま
す
。

発
声
・
発
音
の
仕
方
・
姿
勢
・
曲

想
の
作
り
方
等
な
か
な
か
上
達
し
な

い
の
で
す
が
、
お
な
か
の
底
か
ら
大

き
な
声
を
出
す
こ
と
・
真
剣
に
取
り

組
む
音
取
り
・
暗
譜
・
ス
テ
ー
ジ
に

上
っ
た
時
の
緊
張
感
等
は
、
老
齢
化

に
向
か
い
つ
つ
あ
る
私
達
の
脳
に
と

て
も
良
い
刺
激
を
与
え
て
く
れ
る
の

か
、
歌
っ
て
い
る
時
の
皆
の
姿
は
若

々
し
く
輝
い
て
見
え
ま
す
。

美
し
い
ハ
ー
モ
ニ
ー
に
仕
上
が
っ

た
時
の
達
成
感
・
発
表
後
の
満
足
感

は
実
に
す
が
す
が
し
い
も
の
で
す
。

健
康
で
声
の
出
る
限
り
こ
の
す
て
き

な
仲
間
達
と
歌
い
続
け
て
い
き
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。

「
枕
草
子
」の
一
節
に
も「
星
は
す
ば

る
、
ひ
こ
ぼ
し
、
ゆ
う
づ
つ
（
宵
の

明
星
）、
よ
ば
い
ぼ
し（
流
れ
星
）…
」

と
あ
り
、
美
し
い
星
の
筆
頭
に
あ
げ

ら
れ
て
い
ま
す
。

す
ば
る
は
こ
れ
か
ら
宵
の
空
で
ど

ん
ど
ん
高
く
な
っ
て
い
き
、
お
正
月

過
ぎ
に
は
頭
上
近
く
で
輝
き
ま
す
。

あ
ん
ま
り
高
く
て
見
上
げ
る
と
頭
巾

が
落
ち
る
こ
と
か
ら
、「
頭
巾
落
と
し
」

と
い
う
面
白
い
異
名
も
あ
り
ま
す
。

西
洋
で
は
、
ギ
リ
シ
ア
神
話
に
登

場
す
る
美
し
い
七
姉
妹
、「
プ
レ
ア
デ

ス
」
の
名
で
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。
こ

ち
ら
も
由
緒
あ
る
名
前
な
の
で
す
が
、

や
は
り
日
本
古
来
の
「
す
ば
る
」
の

ほ
う
に
情
緒
を
感
じ
ま
す
。

冬
の
訪
れ
と
と
も
に
、
今
年
も
ま

た
東
の
空
か
ら
「
す
ば
る
」
が
上
っ

て
き
ま
し
た
。
月
の
な
い
晩
に
は
肉

眼
で
も
す
ぐ
に
見
つ
け
ら
れ
ま
す
。

ぼ
ん
や
り
と
潤
ん
だ
よ
う
な
微
光
星

の
輝
き
の
中
に
六
〜
七
個
の
明
る
い

星
が
瞬
く
そ
の
姿
は
、
望
遠
鏡
な
ど

な
く
て
も
し
ば
ら
く
見
て
い
た
い
ほ

ど
の
美
し
さ
で
す
。

意
外
と
知
ら
れ
て
い
な
い
の
で
す

が
、「
す
ば
る
」と
い
う
の
は
純
粋
な

日
本
語
で
す
。
平
安
時
代
以
前
か
ら

あ
る
古
い
名
前
で
、「
し
ば
る
」「
む

す
ば
る
」
と
い
う
意
味
の
「
統
（
す

ば
）
る
」
と
い
う
言
葉
か
ら
き
た
と

も
、
頭
や
手
に
巻
く
古
代
の
玉
飾
り

「
美
須
麻
流
玉
（
み
す
ま
る
の
た
ま
）」

が
語
源
だ
と
も
言

わ
れ
て
い
ま
す
。

い
ず
れ
に
し
て
も

小
さ
な
星
が
ぎ
ゅ

っ
と
集
ま
っ
た
様

子
を
表
し
た
も
の

で
、
い
か
に
も
日

本
ら
し
い
、
美
し

い
響
き
の
言
葉
で

す
。
清
少
納
言
の

xxxxxxxxxxxxxxxxx

★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★

★★★★★★★★★★★★★★★★★

う
す
だ
ス
タ
ー
ド
ー
ム
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学級及び学習内容 日 時 場　所 講師・指導者 費用・持物等

浅
間
地
区
館

12 28 !13:30 15:30
2,800

20
12/20"

野
沢
地
区
館

12 22 # 9:30 15:30 800

中
込
地
区
館

12 16 $ 9:30 16:00
700

◎お正月のフラワーアレンジ教室

◎やさしいリフォーム教室!"# ! 22 %13:30 15:30
" 29 %13:30 15:30
# %13:30 15:30

◎しめ縄作り

◎そば打ち講座 26 # 9:00 13:00
700

25
12 11

$ 9:30 12:00

12 %15:00 17:00

◎初心者パソコン教室 12 # 9:00 11:30
23 & 9:00 11:30 20

12 11

12 !13:30 15:30

◎しゃれたお菓子を習おう
"

"

18 !13:30 15:30
500

◎古典芸能を楽しもう　～ 落語 ～
$13:30 14:30

◎クリスマスケーキつくり

12 25 %9:30 12:00 2,500
◎お正月のフラワーアレンジ

◎書初め教室

◎心を豊かにする講座

◎しめ縄作り 12 16 $13:00 15:30 100

東
地
区
館

12 16 $ 9:30 12:30
700
16◎伝統食を味わおう

◎茶道の会



公 民 館

!82 2106 !58 3957 !53 2548
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学級及び学習内容 日 時 場　所 講師・指導者 費用・持物等

◎キャンドル作り 12 23 !13:30 15:00

12 10 " 9:00 12:00 500

!10:00 12:00

◎板かえし

12 ! 9:30 11:30
12 23 ! 9:30 11:30◎囲碁・将棋ひろば

4

◎大正琴教室 12 ! 9:30 11:00

12 20 #13:30 15:30
17 #13:30 15:30 1,000

臼
田
地
区
感

◎愛唱歌合唱講座「うたごえホール」

◎門松（ミニ）と、しめ縄作り教室 12 16 ! 9:00 12:00 300
12 11

望
月
地
区
館

12 !13:30 15:00
3

◎楽しく体を動かし

書初展作品募集 19
課　題 " " "

" " "

" " "

" " "

用　紙 24cm 100cm

応　募 19 1 18 $　
展　示 1 20 1 26

浅
科
地
区
館

年末年始の公民館の業務
公民館本館（佐久市研修センター） ! 0267 64 0551

12 29 1 3

◎絵手紙で年賀状を作りましょう

◎物つくり教室（竹かご作り） 12 17 " 9:00 12:00 1,000

浅間地区館（浅間会館） ! 0267 67 2110
野沢地区館（野沢会館） ! 0267 62 0116
中込地区館（中込会館） ! 0267 62 0504
東地区館（東会館） ! 0267 67 2545
臼田地区館 ! 0267 82 2106
浅科地区館（浅科会館） ! 0267 58 3957
望月地区館（駒の里ふれあいセンター） ! 0267 53 2548
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「
清
貧
の
思
想
」
か
ら

中
野
孝
次
著
「
清
貧
の
思
想
」
を

読
ん
だ
感
動
が
今
も
脳
裏
に
焼
き
付

い
て
い
る
。
こ
の
初
版
の
発
行
が
平

成
四
年
九
月
で
あ
る
。
翌
年
の
二
月

に
は
二
十
三
版
ま
で
進
ん
だ
の
で
当

時
の
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
で
あ
っ
た
こ
と

に
は
間
違
い
な
い
。

物
質
万
能
の
風
潮
の
中
で
、
日
本

文
化
の
神
髄
を
清
貧
に
求
め
た
思
想

に
多
く
の
人
々
が
共
感
し
た
の
で
あ

る
。中

野
孝
次
氏
は
、
ま
え
が
き
の
中

で
「
日
本
に
は
物
作
り
と
か
金
儲
け

と
か
、
現
世
の
富
貴
や
栄
達
を
追
求

す
る
者
ば
か
り
で
な
く
、
そ
れ
以
外

に
ひ
た
す
ら
心
の
世
界
を
重
ん
じ
る

文
化
の
伝
統
が
あ
る
」
と
述
べ
、
こ

れ
こ
そ
日
本
文
化
の
神
髄
で
あ
る
と

し
て
い
る
。

文
中
の
中
で
引
用
さ
れ
て
い
る
人

物
は
西
行
・
兼
好
・
光
悦
・
芭
蕉
・

池
大
雅
・
良
寛
な
ど
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
中
で
多
く
の
紙
面
を
割

い
て
い
る
の
が
良
寛
で
あ
る
。
中
野

氏
は
、
も
と
も
と
良
寛
に
関
す
る
研

究
の
書
籍
も
多
く
、
そ
れ
ら
を
列
挙

す
る
と
「
良
寛
の
呼
ぶ
聲
」「
良
寛
に

会
う
旅
」「
風
の
良
寛
」「
良
寛
こ
こ

ろ
の
う
た
」「
良
寛
に
生
き
て
死
す
」

な
ど
で
あ
る
。
私
も
そ
れ
ら
を
読
ま

せ
て
頂
き
多
く
の
生
き
る
示
唆
を
得

た
。
以
下
、「
清
貧
の
思
想
」
を
軸
に

良
寛
の
生
き
方
を
考
え
て
み
た
い
。

今
、
な
ぜ
良
寛
か

外
国
の
禅
の
研
究
者
は
、
ま
ず
、

良
寛
か
ら
入
る
と
言
わ
れ
る
。
日
本

人
は
も
と
よ
り
外
国
人
に
も
敬
慕
さ

る
良
寛
と
は
い
か
な
る
人
物
な
の
か
。

幕
末
、
越
後
の
出
雲
崎
の
名
主
の

家
に
生
ま
れ
、
世
俗
の
価
値
観
を
離

れ
、
仏
門
に
入
り
、
ひ
た
す
ら
修
行

う
に
思
う
。

五
合
庵
の
杉
木
立
の
中
に
良
寛
の

句
碑
「
焚
く
ほ
ど
は
風
が
持
て
く
る

落
葉
か
な
」
が
あ
る
。
そ
ん
な
に
た

く
さ
ん
落
葉
を
か
き
集
め
な
く
て
も
、

焚
く
ほ
ど
は
風
が
持
っ
て
く
る
落
葉

で
す
よ
。
自
然
の
中
に
身
を
置
い
て

欲
を
離
れ
て
生
き
て
い
る
良
寛
像
が

あ
る
。
人
は
所
有
欲
が
多
け
れ
ば
多

い
ほ
ど
所
有
物
に
心
を
奪
わ
れ
て
、

心
は
物
の
奴
隷
と
な
っ
て
し
ま
う
の

か
も
し
れ
な
い
。

万
物
を
友
・
師
と
し
て

生
き
る
姿

良
寛
は
、
生
き
と
し
生
け
る
も
の

す
べ
て
に
慈
愛
を
注
ご
う
と
し
た
人

で
あ
る
。
動
植
物
は
も
と
よ
り
石
こ

ろ
ま
で
も
優
し
く
見
つ
め
て
い
た
。

春
の
庵い
お
に
足
さ
し
の
べ
て

小
山
田
の
山
田
の
か
わ
ず

聞
く
が
た
の
し
さ
　

こ
の
里
に
手て

鞠ま
り
つ
き
つ
つ

子
ど
も
ら
と
遊
ぶ
春
日
は

暮
れ
ず
と
も
よ
し

厳
し
い
冬
を
乗
り
切
り
、
待
ち
侘

び
た
春
を
ゆ
っ
た
り
と
過
ご
す
良
寛
、

そ
こ
に
は
、
一
元
的
に
万
物
と
融
合

し
て
生
き
る
姿
が
あ
る
。
ま
さ
に
我

欲
を
超
え
て
、
自
他
同
一
の
心
で
、

生
か
さ
れ
て
生
き
る
境
地
で
あ
ろ
う

か
。

良
寛
の
晩
年

年
老
い
た
良
寛
は
、
晩
年
は
国
上

山
の
五
合
庵
・
乙
子
神
社
を
下
り
て
、

外
護
者
の
ひ
と
り
木
村
元
右
衛
門
の

小
庵
に
身
を
寄
せ
た
。

貞
心
尼
と
の
出
会
い
が
一
種
の
彩

り
を
添
え
る
。
天
保
元
年
冬
、
弟
の

由
之
・
貞
心
尼
・
弟
子
の
遍
澄
等
に

看
と
ら
れ
て
息
を
引
き
取
っ
た
。「
裏

を
見
せ
表
を
見
せ
て
散
る
も
み
じ
」

が
辞
世
の
句
と
言
わ
れ
る
。
自
ら
の

死
を
、
ま
さ
に
散
る
紅
葉
に
た
と
え
、

建
前
や
本
音
を
離
れ
た
静
寂
に
し
て

悟
り
切
っ
た
心
境
が
滲
み
出
て
い
る
。

中
野
孝
次
氏
の
死

「
清
貧
の
思
想
」
の
著
者
で
あ
る

中
野
孝
次
氏
は
平
成
十
六
年
七
月
、

癌
で
亡
く
な
ら
れ
た
。
死
と
向
き
合

っ
た
壮
絶
な
生
き
方
が
あ
っ
た
よ
う

だ
。
信
濃
毎
日
新
聞
等
で
も
氏
の
ご

逝
去
を
惜
し
み
、
悔
や
む
記
事
が
掲

載
さ
れ
た
。
故
人
の
遺
言
に
従
っ
て
、

四
十
九
法
要
は
須
坂
市
井
上
の
浄
運

寺
で
営
ま
れ
、
小
高
い
境
内
の
墓
地

の
中
央
部
に
納
骨
さ
れ
た
。

先
日
、
私
も
墓
参
し
て
氏
の
御
霊

に
合
掌
し
て
来
た
。

死
後
に
出
版
さ
れ
た
「
良
寛
に
生

き
て
死
す
」
の
中
で
、
癌
を
告
知
さ

れ
て
か
ら
の
苦
悩
の
書
簡
や
「
予
の

遺
言
書
」
と
題
す
る
遺
言
が
記
載
さ

れ
て
い
る
。
心
が
揺
さ
振
ら
れ
た
。

NO9

中
央
図
書
館
長

に
励
み
、
多
く
を
求
め
ず
、
子
ど
も

を
愛
し
、
村
人
と
和
し
、
動
植
物
に

心
を
向
け
、
そ
れ
ら
と
一
体
と
な
り
、

詩
を
読
み
、
書
を
習
い
、
そ
し
て
草

庵
に
住
み
座
禅
し
読
経
す
る
日
々
等
、

そ
れ
ら
は
現
代
の
日
本
人
や
世
界
の

人
々
が
失
お
う
と
し
て
い
る
祈
り
の

心
、
慈
愛
の
心
、
誠
実
さ
、
質
素
倹

約
な
ど
、
生
の
価
値
基
準
と
し
て
ア

ピ
ー
ル
さ
れ
る
の
で
あ
ろ
う
。

後
世
に
語
り
継
が
れ
て
い
る
数
々

の
逸
話
も
そ
の
人
柄
を
如
実
に
語
る

も
の
で
あ
る
。

良
寛
は
、
道
元
の
い
う
「
学
道
の

人
須
す
べ
か
らく
貧
な
る
べ
し
」
の
熱
烈
な

る
実
践
者
で
あ
っ
た
の
か
。

足
る
を
知
る
人
生

五
合
庵
時
代
の
良
寛
の
代
表
作
と

言
わ
れ
る
詩
「
生
涯
身
を
立
つ
る
に

も
の
う
懶も
の
うく
」
で
始
ま
る
有
名
な
詩

が
あ
る
。
こ
こ
に
は
、
む
さ
ぼ
り
を

捨
て
悠
々
と
し
て
生
き
る
境
涯
が
謳

わ
れ
て
い
る
。
三
升
の
米
と
一
束
の

薪
が
あ
れ
ば
い
い
と
し
、
自
ら
清
貧

を
求
め
て
、
生
き
る
極
限
に
身
を
置

い
て
い
る
。
学
者
や
文
化
人
は
も
と

よ
り
多
く
の
人
々
が
、
こ
の
詩
に
強

い
感
動
を
受
け
て
い
る
。
生
き
る
こ

と
の
真
の
喜
び
は
何
か
を
問
い
か
け

て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
宮
澤
賢
治
の

詩
「
雨
ニ
モ
マ
ケ
ズ
」
の
中
で
「
一

日
に
玄
米
四
合
と
味
噌
と
少
し
の
野

菜
を
食
べ
」
に
も
繋
が
っ
て
い
る
よ
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ナ
ン
テ
ン
は
、
庭
木
と
し
て
よ
く

軒
下
に
植
え
ら
れ
る
常
緑
低
木
で
す
。

冬
の
あ
い
だ
、
緑
色
の
葉
と
赤
い

実
が
穂
の
よ
う
に
な
っ
て
着
く
の
で
、

人
々
に
喜
ば
れ
る
の
で
し
ょ
う
。

遠
方
に
嫁
い
で
い
る
娘
が
、
久
し

振
り
に
帰
省
し
た
。
帰
省
す
る
時
に

は
い
つ
も
、
学
生
時
代
か
ら
の
友
達

と
連
絡
を
と
り
合
っ
て
逢
う
こ
と
に

し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
友
達
と
逢

っ
て
昔
の
こ
と
が
話
題
に
な
っ
た
の

か
実
家
の
廊
下
に
三
十
数
年
前
に
子

ど
も
の
為
に
と
買
っ
た
「
少
年
・
少

女
世
界
の
名
作
」（
小
学
館
発
行
）
五

十
五
冊
の
お
さ
ま
っ
た
本
棚
の
前
で

「
お
母
さ
ん
、こ
の
本
ど
こ
か
に
寄
贈

し
て
役
立
て
て
も
ら
っ
た
ら
。」と
言

っ
た
。
私
も
人
生
終
盤
に
さ
し
か
か

り
そ
の
つ
も
り
で
い
る
と
こ
ろ
だ
。

『M
ち
ゃ
ん
が
ね
、小
学
校
の
頃
家
に

遊
び
に
き
て
、
こ
の
本
い
つ
も
一
緒

に
読
ん
で
楽
し
か
っ
た
よ
。
自
分
の

子
ど
も
達
も
本
の
楽
し
さ
を
知
っ
て

欲
し
い
と
思
う
け
ど
、
な
か
な
か
う

ま
く
い
か
な
い
わ
」
と
言
っ
て
い
た

よ
』
今
は
皆
、
子
育
て
真
最
中
の
娘

の
仲
間
た
ち
だ
。

我
が
子
が
こ
の
本
を
読
ん
で
い
た

様
子
が
な
か
っ
た
の
で
、
宝
の
持
ち

腐
れ
か
と
思
っ
て
い
た
。
こ
の
話
を

聞
い
て
共
働
き
で
留
守
が
ち
な
我
が

家
に
友
達
が
集
ま
っ
て
遊
ぶ
中
で
小

さ
な
図
書
館
の
役
割
を
し
、
皆
で
楽

し
ん
で
で
い
た
こ
と
が
あ
っ
た
の
だ

と
う
れ
し
く
思
っ
た
。
身
近
に
本
が

あ
る
と
い
う
こ
と
は
大
切
な
こ
と
だ
。

子
育
て
の
頃
、「
食
は
体
の
栄
養
、

読
書
は
心
の
栄
養
」
と
い
う
言
葉
に

出
合
っ
た
。
こ
の
こ
と
を
大
切
に
子

育
て
を
し
て
い
こ
う
と
思
っ
た
。
読

み
聞
か
せ
と
い
う
本
の
中
に
、「
ひ
と

り
で
本
を
愛
す
る
こ
と
を
覚
え
る
子

ど
も
な
ん
て
ま
ず
い
な
い
。
誰
か
が

J

図
書
館
の

庭
９

子育てと読書
～わが子を見つめる中で～

佐久市立図書館協議会委員

文
字
で
書
か
れ
た
世
界
へ
彼
ら
を
誘

い
入
れ
て
や
ら
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

そ
の
世
界
へ
行
く
道
を
教
え
て
や
ら

な
く
て
は
な
ら
な
い
」
オ
リ
バ
ー
・

ブ
レ
ス
コ
ッ
ト
の
文
が
紹
介
さ
れ
て

い
る
。
私
も
子
ど
も
た
ち
が
自
分
か

ら
本
に
手
が
で
る
よ
う
に
な
る
ま
で

読
み
聞
か
せ
を
と
心
が
け
て
き
た
。

私
の
子
育
て
の
頃
は
テ
レ
ビ
は
あ

っ
た
が
ゲ
ー
ム
な
ど
な
い
時
代
で
市

の
図
書
館
な
ど
も
ま
だ
ま
だ
充
実
し

て
い
な
か
っ
た
。
読
み
聞
か
せ
の
本

は
自
分
の
好
き
な
本
、
本
屋
さ
ん
に

薦
め
ら
れ
る
ま
ま
に
買
っ
て
読
ん
で

や
っ
て
い
た
。
私
は
勤
め
て
い
た
の

で
子
ど
も
と
遊
ぶ
の
は
夜
し
か
な
い
。

あ
の
時
か
ら
夕
食
後
は
子
ど
も
と
し

っ
か
り
つ
き
合
う
時
間
と
き
め
、
床

に
つ
く
時
本
を
読
ん
で
一
緒
に
楽
し

ん
だ
。
今
も
手
元
に
「
母
と
子
の
お

休
み
前
の
小
さ
な
童
話
」
が
あ
る
。

中
味
は
ご
く
短
い
お
話
が
い
っ
ぱ
い

少
し
大
き
く
な
っ
て
「
い
や
い
や
え

ん
」「
モ
モ
ち
ゃ
ん
」
な
ど
同
じ
お
話

を
何
回
も
読
ん
だ
こ
と
が
な
つ
か
し

い
。
幸
い
み
ん
な
本
好
き
な
子
に
育

っ
て
く
れ
た
。
一
生
の
宝
が
身
に
つ

い
た
こ
と
を
う
れ
し
く
思
う
。

佐
久
市
も
、
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
が

始
ま
り
、
フ
ァ
ー
ス
ト
ブ
ッ
ク
の
紹

介
や
プ
レ
ゼ
ン
ト
が
あ
る
。
市
内
の

四
つ
の
図
書
館
も
そ
れ
ぞ
れ
お
話
の

会
が
計
画
さ
れ
て
い
る
。
絵
本
の
コ

ー
ナ
ー
も
充
実
し
て
い
る
。
私
の
子

育
て
の
頃
と
は
大
ち
が
い
だ
。
お
お

い
に
利
用
し
て
い
き
た
い
も
の
だ
。

一
日
た
っ
た
十
分
か
十
五
分
、
両

親
の
膝
の
上
で
絵
本
を
読
ん
で
も
ら

う
こ
と
が
、
子
ど
も
の
心
に
た
っ
ぷ

り
と
栄
養
を
与
え
、
豊
か
な
心
が
育

ま
れ
て
い
く
。
肉
声
が
子
ど
も
の
心

に
響
く
の
で
す
。
幼
い
時
に
、
読
み

聞
か
せ
の
機
会
を
た
く
さ
ん
つ
く
っ

て
あ
げ
た
い
も
の
で
す
。

民
俗
上
の
縁
起
木
、
ナ
ン
テ
ン

南
天
＝
難
転
。
難
を
転
ず
る
に
な

ぞ
ら
え
て
災
難
よ
け
・
魔
よ
け
の
木

と
し
て
玄
関
や
鬼
門
な
ど
に
植
え
ら

れ
る
こ
と
が
多
い
よ
う
で
す
。

安
産
祈
願
の
た
め
に
、
床
の
下
に

葉
を
敷
い
た
り
、
消
化
不
良
を
防
ぐ

た
め
に
、
ナ
ン
テ
ン
製
の
お
箸
を
使

っ
た
り
も
す
る
そ
う
で
す
。

薬
効
の
あ
る
ナ
ン
テ
ン

「
佐
久
の
薬
草
」に
、生
薬
名
…
南

天
実（
な
ん
て
ん
じ
つ
）、
薬
効
名
…

鎮
咳
、
防
腐
、
薬
効
成
分
…
果
実
に

ア
ル
カ
ロ
イ
ド
の
ド
メ
ス
チ
ン
、
プ

ロ
ト
ピ
ン
、
葉
に
ナ
ン
ジ
ニ
ン
〜
。

「
お
祝
い
の
赤
飯
を
他
家
へ
配
る

と
き
、
赤
飯
の
上
に
ナ
ン
テ
ン
の
葉

を
の
せ
る
風
習
が
あ
る
が
、
こ
れ
は

ナ
ン
テ
ン
の
葉
の
成
分
が
赤
飯
の
腐

敗
を
防
ぐ
か
ら
、
食
中
毒
の
心
配
が

な
い
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。」
と
、

興
味
深
い
説
明
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、『
花
お
り
お
り
』（
湯
浅
浩
）

に
、「
〜
葉
は
ナ
ン
ジ
ニ
ン
な
ど
を
含

み
、
殺
菌
効
果
が
あ
る
。」と
、
説
明

が
あ
り
ま
す
。

「
南
天
の
実
」
は
、
冬
の
季
語

ナ
ン
テ
ン
は
、
赤
い
実
が
冬
の
間

美
し
い
の
で
、
お
正
月
の
花
材
と
し

て
愛
好
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
雪
を
か

ぶ
っ
た
姿
は
特
に
美
し
く
、
雪
景
色

と
も
よ
く
似
合
う
こ
と
か
ら
、
冬
の

季
語
と
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
す
。

冬
に
美
し
い
ナ
ン
テ
ン
の
実
や
葉

を
、
じ
っ
く
り
観
察
さ
れ
て
み
て
は

い
か
が
で
す
か
。（岩

村
田
　
依
田
豊
）

「三回羽状複葉」の葉 実をつけたナンテン
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年
末
の
あ
わ
た
だ
し
い
月
が
巡
っ

て
来
ま
し
た
。
子
ど
も
達
に
と
っ
て

も
、
長
か
っ
た
二
学
期
が
終
わ
り
ま

す
。
親
子
一
緒
に
、
こ
の
一
年
を
振

り
返
え
っ
て
み
ま
し
ょ
う
。
い
ろ
い

ろ
な
思
い
出
と
共
に
、
新
し
い
年
に

向
け
て
、
新
た
な
目
標
が
見
つ
か
る

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
忙
し
い
時
期
で

す
が
、
新
し
い
年
に
向
か
う
節
目
の

時
を
、
家
族
で
お
茶
を
の
み
な
が
ら

で
も
話
し
合
う
機
会
を
、
作
っ
て
み

て
く
だ
さ
い
。
そ
し
て
、
子
ど
も
達

の
頑
張
っ
た
と
こ
ろ
は
誉
め
て
、
励

ま
し
て
あ
げ
ま
し
ょ
う
。
楽
し
か
っ

た
思
い
出
は
、
夢
や
希
望
と
し
て
、

来
年
に
つ
な
げ
て
あ
げ
ま
し
ょ
う
。

―
善
悪
の
判
断
が
つ
く

子
ど
も
達
に
―

九
月
十
四
日（
木
）曇
り

野
沢
体
育
館
の
駐
車
場
や
建
物
の

周
囲
に
、
タ
バ
コ
の
吸
殻
が
か
な
り

落
ち
て
い
た
。
東
側
の
陰
に
な
っ
た

所
で
は
、
高
校
生
が
タ
バ
コ
を
吸
っ

て
い
て
、
私
達
の
姿
に
気
づ
く
と
、

す
ば
や
く
立
ち
去
っ
て
し
ま
っ
た
。

そ
こ
は
、
高
校
生
の
た
ま
り
場
に

な
っ
て
い
る
ら
し
く
、
た
く
さ
ん
の

吸
い
殻
が
落
ち
て
い
た
。
吸
殻
を
拾

っ
て
、
レ
ン
タ
ル
ビ
デ
オ
店
に
向
か

っ
た
。
途
中
、
周
辺
の
道
路
に
、
紙

パ
ッ
ク
や
ビ
ニ
ー
ル
な
ど
の
ゴ
ミ
が

た
く
さ
ん
落
ち
て
お
り
、
拾
い
な
が

ら
歩
い
た
。
ビ
デ
オ
店
で
は
、
ア
ダ

ル
ト
向
け
Ｄ
Ｖ
Ｄ
コ
ー
ナ
ー
の
様
子

を
見
て
、
売
り
場
が
広
い
の
に
驚
い

た
。
城
山
公
園
に
は
、
子
ど
も
達
の

姿
は
無
く
、
ゴ
ミ
も
無
く
、
と
て
も

静
か
だ
っ
た
。
誰
の
仕
業
か
、
火
遊

び
の
あ
と
を
見
て
、
善
悪
の
判
断
力

の
無
さ
に
シ
ョ
ッ
ク
を
覚
え
た
。

補
導
委
員
の
方
々
と
巡
回
さ
せ
て

い
た
だ
き
、
タ
バ
コ
の
吸
い
殻
や
食

べ
物
の
ゴ
ミ
の
多
さ
に
驚
く
と
共
に
、

ゴ
ミ
を
丁
寧
に
拾
っ
た
り
、
中
・
高

校
生
に
声
を
掛
け
ら
れ
た
り
し
て
い

る
補
導
委
員
の
方
々
の
日
頃
の
ご
苦

労
に
敬
服
致
し
ま
し
た
。

（
野
沢
小
学
校
職
員
　
Ｈ
・
Ｔ
記
）

g
g

g
g

g

今
、
全
国
的
に
、
少
年
に
よ
る
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
の
利
用
が
大
き
な
関
心
事

と
な
っ
て
い
る
。
群
馬
大
大
学
院
の
下

田
教
授
が
座
長
を
務
め
る
『
少
年
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
利
用
問
題
研
究
会
』
は
、

次
の
よ
う
な
実
情
報
告
を
行
っ
て
い
る
。

①
中
・
高
生
ら
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
利

毎
月
第
三
日
曜
日（12
月17
日
）

「
家
庭
の
日
」

用
、
と
り
わ
け
、
携
帯
電
話
か
ら
の
利

用
が
好
ま
し
く
な
い
も
の
に
な
っ
て
い

る
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
親
は
子
ど
も

達
の
利
用
の
実
態
が
分
か
ら
な
い
ま
ま
、

そ
れ
を
買
い
与
え
て
い
る
。

②
ネ
ッ
ト
利
用
に
よ
る
詐
欺
、
悪
徳
商

法
や
児
童
ポ
ル
ノ
、
買
春
、
人
格
侵
害

な
ど
の
被
害
が
日
常
的
に
起
り
つ
つ
あ

る
。

③
最
終
責
任
者
で
あ
る
保
護
者
へ
の
社

会
的
啓
発
活
動
が
必
要
で
あ
る
。

私
達
の
身
辺
で
も
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
悪
用
の
事
例
が
幾
つ
か
報
告
さ
れ
て

い
る
。
早
急
の
対
策
が
望
ま
れ
る
。

10

10 12

16 489
18 185 16

青少年補導委員　田嶋　久美子
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シリーズ 9
12

「地球温暖化防止月間」は、1997年12月に行われた京都会議
（COP3）を契機に1998年から毎年12月を指定し

て地球温暖化の防止対策を推進しようとするものです。少しでも地球温暖化防止のために、
私たちも何か身近なこと、できることから始めましょう！

5,600kg

エネルギー転換部門 6.8%工業プロセス 3.8%

廃棄物1.8%

産業部門 
　　37.7％ 

注）間接排出量とは、 
発電にともなうCO2 

排出量を電力消費量に 
応じて最終需要部門に 
配分したものです。 

民生 
（家庭） 
部門 13.4%

民生（業務）部門 15.6%

運輸部門 20.9%
2003年 

12億5,200万トン 
二酸化炭素（CO2）換算 

出典：環境省「2004年度の温室効果ガス排出量速報値」 

暖房 11.5％ 
冷房 1.2％ 

給湯 13.6%

厨房 3.3%

照明・動力ほか 31.8%

自家用 
乗用車 30.4%

一般廃棄物4.8％ 水道3.4%

世帯当たり年間 
CO2排出量 

約5,600［kg］ 

出典）温室効果ガスインベントリオフィス 
「日本の1990～2003年の温室効果ガス排出量データ」 
（2005.5.26発売） 

平成2年度 
（1990年度） 

平成8年度 
（1996年度） 

平成15年度 
（2003年度） 

［資料提供：環境省］ 

0

50

100

150 129
149

170
200

1.3 
倍 

1.3 
倍 

二
酸
化
炭
素
排
出
量（
百
万
ト
ン
） 

■家庭から出る二酸化炭素の増え方 日本の部門別CO2排出割合（間接排出量）

私たちは便利で快適な生活をするために、電気やガス・ガソリンなどのエネルギーを使っていますが、電気を作
るときや、エネルギーを使うときには二酸化炭素などの温室効果ガスの排出が伴います。マイカーも含めると、全
体の排出量の1／5になります。また、最近はパソコンや温水洗浄便座に至るまで家庭で使われる家電製品の増加
により、生活が便利になる反面、排出される二酸化炭素も増加しています。

★テレビを1日1時間見る …………………1年で約13kg
★シャワーを1日3分使う …………………1年で約65kg

★炊飯ジャーで保温をすると1年で ………約31kg ★家電の主電源をつけたままにする………1年で約87kg
★週2回往復8キロ車で走る………1年で約185kg
★冷房の設定温度を1℃低く、暖房の設定温度を1℃高くする …………………………………………1年で約31kg

CO2

20 28
冷房の温度を１℃高く、暖房の温度を１℃低く設定すると、CO2を年間約31kg減らせ、約
2,000円の節約になります。カーテンやすだれなどを上手に使って、なるべく冷暖房を使
わない工夫をしましょう。

シャワーの時間を1日3分短くすると、CO2を年間約65kg減らせ、約4,000円の節約にな
ります。シャワーを1分間出したままだと10リットルにもなり、温水だとガスや電気も無駄
になります。

1日5分、車が止まっているときにエンジンを止めると、CO2を年間約39kg減らせ、約
2,000円の節約になります。車を駐車場に止めて誰かを待っているときなどにはエンジン
を切りましょう。

1人が1年間で使うレジ袋は約230枚、日本全国で約300億枚になり、約60万トンのごみ
になっています。レジ袋を使わないことで、1人当たりCO2を年間約58kg減らせます。
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天体観測施設 うすだスタードーム

■お問い合わせ　うすだスタードーム!82－0200

12 14

日　時 12月14日!　午後8時～12時（自由解散）
参加料 大人400円／小中学生200円

ふたご座流星群観望会

日　時 12月22日"　午後7時30分～9時
参加料 大人400円／小中学生200円
★要予約　先着30人まで

星座教室　第3回「冬の星座めぐり」

日　時 12月24日#　午後7時～9時
参加料 大人400円／小中学生200円

クリスマス観望会

1212121212121212121212121212121212 qqqqqqqqqqqqqqqqq
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日　時 12月22日!・23日"
午後6時30分～7時30分
（受付は、午後6時～6時20分）

料　金 子ども　280円（4歳以上中学生まで）
大　人　560円（高校生以上）

定　員 150人
申込み 事前申し込み制です。子ども未来館まで電話

でお申し込みください。定員になり次第締め
切ります。

その他 中学生以下は保護者同伴でお出掛けください。
保護者の方も参加（有料）となります。

個　人
500
250
700
350

1,000
500

期　間 12月17日#まで
会　場 科学体験工房

期　間 12月16日"～平成19年3月4日#

DINO ZONE
期　間 12月10日#まで

期　間 12月9日"～17日#
会　場 企画展示室
料　金 無料（ただし、科学展示室・プラネタリウム投映
番組をご覧いただく場合は有料）

!!!

■開館時間 午前9時30分～午後5時
■休 館 日 毎週木曜日（木曜日が祝日の場合は開館）
通常は毎週木曜日が休館日ですが平成19年1月4日$は開館
します。12月29日!から平成19年1月1日%までは休館し
ます。新年は1月2日&から開館します。
詳しくは子ども未来館までお問い合わせください。
!67－2001
URL  http://www.kodomomiraikan.city.saku.nagano.jp



!53-3111 ←→ 0267 －22－

情 報 イ ン フ ォ メ ー シ ョ ン

相談コーナー
Advice

"

第2回市民元旦マラソン大会
日時 !

30
集合場所
コース

家屋取り壊しに伴う滅失届について

18

問合せ !

323 324

■教育委員会教育相談室(祝日を除く)
日時 ! "

相談員
電話相談

! 369
! 224
! 61
! 271 400

■中学校相談室 ( )
30

#浅間中学校　
期日 !・#・$
相談員
直通相談電話 !67 7250
#野沢中学校
期日 !・#・$
相談員
直通相談電話 !62 2551
#中込中学校
期日 !・#・$
相談員
直通相談電話 !62 6810
#東中学校
期日 !・$
相談員
直通相談電話 !67 7366
#臼田中学校
期日 !・#・$
相談員
直通相談電話 !82 2130
#浅科中学校
期日 #・"
相談員
相談電話 !58 2101
#望月中学校
期日 !・#・$
相談員
直通相談電話 !53 3330

参加料 300
500 1,000

受付 12 21 $

申込・問合せ

!62 2020

12
種 目
1.5km

参 加 資 格

35km
km

10km

佐久市観光フォトコンテスト 2006
作品募集締め切り迫る！

- -

応募締切 19 10 %

応募先

問合せ
! 458

献血のお知らせ
日時 12 30 &

10 11 30
30

会場

持ち物

問合せ
! 275

住宅金融公庫からのお知らせ
35

35
8,000

問合せ 35
www.flat35.com

!0570 0860 35 IP
PHS !03 5800
8002

「標準営業約款制度〈Ｓマーク〉」
をご存知ですか

問合せ '

!026-235-3612



!62-2111 !82-3111 !58-2001－23－

図書館行事予定

n f o r m a t i o n情 報 イ ン フ ォ メ ー シ ョ ン

◆中央図書館
"おはなしの会クリスマススペシャル
対象
日時 12 ! 16 !

対象
日時 12 21 " 10 30
会場
"語りのおもてなし
対象
日時 12 23 ! 3
会場
問合せ !67 2111
◆臼田図書館
"ブック☆ブックお話の会
対象
日時 12 ! !

会場
"おはなしの会クリスマススペシャル
対象
日時 12 16 !

会場
問合せ !82 3932
◆浅科図書館
"クリスマスおはなしの会
対象
日時 12 16 ! 2 30
会場
問合せ !58 4321
◆望月図書館
"ものがたりふれあいトーククリスマ
ススペシャル
対象
日時 12 16 ! 11
会場
問合せ

!53 0230

12月のつどいの広場

時間
◆佐久市保健センター
（毎週原則月・水・金曜日）
12 11 13

15 18 20 22 25
26 27
◆切原保育園内（毎週月･火･木曜日）
12 11 12
14 18 19 21 25 26

28
◆あさしな保育園内
（毎週月・水・金曜日）
12 11 13

15 18 20 22 25
27
◆望月総合支援センター
（毎週原則月・水・木曜日）
12 11 12

15 18 22 23 25
27 28
問合せ !

214

地籍調査登記完了のお知らせ
16

◆内山･･･

◆下越･･･

17

問合せ !

463

障害者自立生活支援センター
健康体操教室

対象

日時 12 12 #

30
会場
定員 20
その他
申込・問合せ

!64 0212
料理教室

対象

日時 12 15 $

10 30
会場

定員 20
持ち物
参加費 400
申込・問合せ

!64 0212

天候の急変にご注意!!

～安全な登山のために～
"

"

"

"

"

!026 235
3611

http://www.pref.nagano.jp/police

情 報 イ ン フ ォ メ ー シ ョ ンiiiiiiiiiiiiiiiii
お 知 ら せ

Information



佐久鯉太鼓保存会・小満太鼓・中山道宿場太鼓・信州望月太鼓の4団体による共演です。
太鼓の醍醐味を味わってください。

公演日時 19 1 28 !

会　　場 コスモホール

12月 コスモホール12月

385-8501 3056 TEL0267-62-2111  FAX0267-63-1680
385-0051 2947 TEL0267-64-0551  FAX0267-64-0553

1920 1940

1928

1939 1952
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環境に配慮し、古紙混合率100％再生紙
と大豆インクを使用しています。

2006 12 15

明治22年－昭和53年（1889～1978）佐久市出身

この作品は、『ともにある絵画－日常生活を描くまなざし』（12月24日まで近代美術館で開催）に出品されています。
お問い合わせ　近代美術館　!67-1055

12

!佐久市文化事業団
（!82-3962）

「ラジオ体操」
1933年　130.3×97.0

カンヴァス・油彩　第8回構造社展出品

催し物の詳細につきましては、主催者までお問い合わせください。★大は大ホール、小は小ホール、全は全館です。
■休館日は月曜日です ただし、月曜日が祝日の場合は開館し、翌日が休館となります。

入場料500円（全席自由）〈チケット〉コスモホール・観光課・各支所経済建設課・西友岩村田相生店各太鼓団体

!佐久市文化事業団　!82-3962
日・曜 会場 催 し 物 主 催 者 ・ 問 合 せ
３日" 大 第九演奏会
16日# 小 演劇公演「むすんでひらいて」 劇団スチールウール　!0267-24-8559


